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ネコブセンチュウに対する殺線虫剤の効果について

’

勝元久術 ・ 川 瀬 英 爾
（石川県立農獅拭駒喝）
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ネマヒューム20,D-D}#30cm×30cmに1穴2.7"X

注入．‐龍マゴン油剤（1：3),ネマゴン油剤（1：10,

6i45cm×45cml六1.8cc宛注入した。また1958年4月:こ

ク宮一ルピクリンを3.3mg当50ccを注入した。この#識

効梁‘次験;ま1957年8月から12月迄に大根1作をとり，そ

のま寮放疵しておいたところに4月上旬，タバコの植付

をしたもので3.3m曾並i14本砿とし剪嬢後の8月13日に1

区3株宛3ケ所‘汁9株:二ついて茎の生育と根部のゴー亀

寄生数を‘凋らべた。

〔試験結果〕誠験結果は第1糞に示す如くである。

石川県でのネコブ・センチュウの被害は県内畑地の7劉

余りにおよび特に金沢市近郊の蔬菜地と日本海に面する

砂丘地畑にはその被害が甚大であるにもかかわらず防除

に対しての関心は薄い。近年農林省は畑作振興の一環と

してネコプセンチュウの防除をとりあげ各地で試験研究
赤

がすすめられている。

筆者等は最近の殺線虫剤の効果について2，3の知見を

得たのでその概要を報告する。

殺線虫剤の持続効果試験〔試験方法〕1957年8月26

日に供試薬剤としてペーパム3.3m2当100倍液10J瀧注，

第1表タバコ に 対 す る 効 果
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生育状況は茎長，茎重共に薬剤処理区では標準区に比し

良好で,D-D,ネマヒニーム，ネマゴン液剤(1:10)

は前作の大根の生育と同様に顕著であった。根重は，ベ

ーパムを除く，他剤では重く茎口巾でば概して処理区は

太いようであった。寄生ゴール数は掘販後に根を洗稚し
全根数について調らべたところ新根にその寄生が多かっ

た。標準比でみるとペーパムを除く他薬剤は寄生数は少

なくD-D9ネマヒュームほ標準の半分程度に抑えてい

るがクロールピクリンは効果が低くい。またベーパムほ
持続効果がないようである。

ナガイモに対する殺線虫剤の効果試験〔試験方法〕

小松市上本折町の砂地畑で行ったもので薬剤処理は1958

年4月1日（地温12｡C)に行いナガイモの植込みは5月

3日で,供試薬剤としてD-D45cm×45cnlに1穴1.8cc,

ネマゴン油剤は45cm×45cmに1穴1.8ccと2.7cc7ネマ

ゴン粒剤20は60cmの作条を作り3.3m2当56.59を15cInの

深さに散布した。区制は4区3連1区7.91n2とし収窪調

査は9月2日に1区3株宛を掘取ってイモ重とゴール寄

生数を洲在した。

〔試験結果〕試験結果は第2表及第1図に示す如くで

ある。

’ 第2表ナガイモに対する効果
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先ずイモの長さについてみるとネマゴン油剤は従来望、

われている作物によって嫌いがあるようでイモは臨形を

呈し巾広くなっている。特に2.7cc注入は顕著であつ七母

イモ重でば標準区とネマゴン油剤1.8cc注入区は変らザ

他薬剤は増収し特にネマゴン粒剤20は6割強の増収でD

-Dより効果があった。ゴール寄生数についてみると、
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場所は金沢市五郎島町の砂丘地畑で行ったものでネコ

プセンチュウの被害の多い圃場を用いた。

薬剤処理は1958年4月12日に行いサツマイモの植付は

6月上旬とし供試薬剤としてネマゴン油剤（1：10),ネ

マゴン油剤（1：3),ネマゴン油剤40,ネマヒニーム20,

ベーパム,D-D等は30cm×30cmに1穴1.8cc宛注入し

ネマゴン粒剤|20は60cmの作条で15cmの深さに散布し

3.3m2当509を施用後直ちに種土した。区制は9区3連

1区7.9mg宛とし鯛在は9月8日の生育中期に1区1株

宛の荒生イモ重とゴール寄生数を調らべ,10月17日の収

種期に1区5株宛を掘坂って茎葉重，イモ重，ゴール寄

生数等を調査した。またイモ璽の選別は農林省の基準に

従って別けゴール数は全根数について行った。

〔試験結果〕試験結果は第3表，第4表及第2図に示

す如くである。
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第1図ナガイモに対する防除効果

理区は標準区に比して少なく，中でもネマゴン粒剤iま最

も少い。また作業も簡単であることから今後の発展は興

味深い。

サツマイモに対する殺線虫剤の効果試験〔試験方法〕
P

第3表サツマイモに対する効果

（8月8日調査）

露4荻サツマイモに対する効果（10月17日収盤期）
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は標準に比し茎葉重，イモ総重量共に重く生育は良かっ

た。茎葉重はネマゴン剤が概して重いがイモ重は案外軽

いことから地上部の生育が旺盛であったと云える。イモ

重の中の上イモ重についてみるとD－Dが断然多く，次

いでネマヒューム，ベーパム，ネマゴン油剤（’：’0）

である。ネマゴン粒剤は総イモ重が多い割合に上イモカ皇

少ない。この様な傾向はネマゴン剤の共通性で初期には

イモの着生が少なく生育中期以後になってイモが着生す

るためであろう。

無処理区のイモは商品価値の低いものばかりでありゴ

ール寄生数は非常に多かった。ゴール寄生数は薬剤処理

区が無処理区より何れ'も少なく概して多いのほベーベ

ム，ネマヒユーム20であった。

サツマイモに対する効果の点よりみてD－Dが安定し

ているがネマヒューム20は収量の多い割合にゴール数が
多いので注入量を増加するか濃度の高いものを注入する

ことによって期待できると考えられる。またネマゴン剤

と
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第2図サツマイモに対する防除効果

8月8日の生育途中の調査ではイモの肥大初期に当り

蒲生イモ数は少なかった。しかしネマゴン油剤40及ネマ

ゴン油剤（1：3）は着生イモはみられずD－Dが最もよ

い結果であった。またゴール寄生数ではネマゴン剤は殆

んどなく粒剤20に散見されたのみでありネマヒューム，

ペーパムは割合に多かった。収種期の調査では処理区
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：10j琴UA.15cm×45cIn0=1穴1.8cc宛注入，ネマゴン

粒刷20,1"I40,k3.3m』､'i56.59を60cmの作条で15cmC=

さに散布し麺｜冒したペーバムは80倍液とし3.3m醤副

准!la,VC-136jE250階液ぞ3.3m曾当81,ネマヒユーム

錠斤ﾘ;i30cm×30cm;二1穴1錠宛を挿入した。区制准11

Iえ3辿1区5.0nl蜜とし襲刑処理は1958"5月19日に行い

人参の捕繩;k6ノj15il柵とした。‘凋在は9月11日に1区

10株の根l之とゴール数を‘側べ収種期の12月15日に1区5

株宛の恨必根'1t,ゴール寄生数を凋在した。

rl汰職祐!;'欽験錨リミは第6炎，鋪7斐及第3図､こ示

サー如く一衿"。

9ノ)11｢Iの'|:行途!|'の‘凋朧では根長:こ;まあ芸り差が悪

ほゴール寄生数は非常に少ないが繕イモの割合に上イモ

が少ないので使用法について検肘する必要があろう。し

かしネマゴン粒剤ほ収堂の点から考えて今回期待出来る

薬剤である。

白菜に対する殺線虫剤の効果試験〔試験方法〕楊所

は金沢市米丸町で蔬菜地であり換金作物として1年,二4

作も行うところで塵芥堆秋後10年目の皿1場を使剛しこつ

供試薬剤はネマール，ネマヒューム207D－，零j主

30crn×30crnに1穴2cc宛を注入，ベーバムは30cm×30

crnに1穴1.8cc,ネマゴン粒剤20及40は3.3m2当609を

60crnの作条を作り深さ15crnに散布後淑土した。髪たべ

一パム潅注は3.3mg当80倍液を12Z瀧注，ネマゴン錠剤

ほ30crn×30crnに1穴1錠としたが薬剤不足のため1区

のみとなった。区制は9区3連1区6．6m2とし薬剤処”

ほ1958年9月7日に行い8月19日にガス抜き後白菜を捕

種した。調査は11月12日に1区5株宛を掘取り全m',tと

結球重及根部のゴール寄生数を綱らべた。

〔試験結果〕試験結果は第5表に示す如くである。
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第5表白菜に対する効果
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結球重についてみるとネマゴン粒状20は標準区の3倍

強で最も多く他は1．5倍以上の増収となった。ベーパム

の収量の少ないのは注入量が少なかったことに原因する

がむしろ潅注することにより増収が期待できるから水封

する水の量によって効果を大ならしめると云えよう。

ゴール寄生数は無処理区より薬剤処理区は寄生数は少

ない。しかし最も少ないネマゴン粒剤20でも標準の3

割,D-D6割余であったことから塵芥堆穣地のような

密度の高い圃場では1回のみの処理で半分程度の低下し

か期待できないと考えられる。この試験のように寄生ゴ

ール数が多い土地ではネマゴン粒剤20,ネマゴン錠剤は

D－Dと同等に期待出来る。

人参に対する殺線虫剤の効果試験〔試験方法〕場所

は金沢下安原町の砂丘地畑で，供試葉剤はネマヒューム

20,D--D,ネマゴン油剤(1:3)ネマゴン油剤(1

’85．6

められないがゴール寄生数は薬剤処理区は何れも無処理

より少ない。しかしベーパムは薬剤処理を行ったにもか

かわらず多かった。

収垂についてみるとネマヒューム錠剤，ネマゴン乳剤

は無処理区並であった。ネマゴン粒剤20は1.2倍余l)n
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ネ ー ブ セ ン チ ニ ウ に対する敦線虫剤の効果について

のネコプセンチュウに対して描諏及定植前の処理によ

る殺線虫剤の効果試験を行った。

2）殺線虫剤の処理後2作目（8ケ月後）に値付たタバ
コに対する効果調査ではD－D,ネマヒニーム209ネ
マゴン油剤（1：10）などは生育が前作の大根と共に
良好でゴール数も無処理の半分程度に減少させている
ことから持続効果が長いと思考される。

3）ナガイモに対してのネマゴソ油剤は明かに嫌忌され
るようである。しかしネマゴン粒剤はD－Dと共に期
待できそうである。

4）サツマイモに対してはD－Dが無処理の3倍の収量
に選した。またネマヒューム20,ペーパム，ネマゴン
油剤（1：10）等は上イモが多かった。しかしネマゴ
ン粒剤は可なり期待できそうである。

5）ゴール寄生数はベーパム，ネマヒニーム20は他薬剤
より多く認められ，ネマゴン剤は非常に少なかった。

6）白菜に対しての効果はネマゴン粒剤,D---D9ネマ
ゴン錠斉曙は収批が高くゴール数が少なかった。また
ベーパムは注入より潅注することにより効果は上るよ
うである。

7）人参に対しての効果はネマゴン粒剤,D-D,VC
－13等は収愈が高く効果的である。しかしゴール数で
はVC-13,ベーパムが多く且分岐根数も多かったo

8）飛近手動式注入器は改良され使用も安易となってい

るが粒剤は効果が高いことから労力的に簡単に使用で

き，器具を必要としないので今後粒剤や錠剤にも期待
したい。
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第3図人参に対する防除効果

増収で蛾も多く，次いでD－D，VC－13の順であっ

た。しかし他の蔬菜顔と異なり増収率が人参の場合は低

いことから主根よりむしろ支根に'野が現われ分岐根が多

く商品価値は低下するように考えられる。

ゴール寄生数は薬剤処理によって減少は認められ特に

ネマゴン剤は顕著であった。また分岐根数はゴール寄生

と関係が深いと考えられるので捌査したところネコプセ

ンチュウの加害の多い区に分岐根数が多い傾向がみられ

た。VC-13は収丞の多し､割合に分岐根ゴール数が多い

ことは持続効果が短かいためではなかろうか。

供試薬剤中でゴール数と収鐘の点より考え合せてネマ

ゴソ粒剤209D-Dは安定した効果が則待できるようで
ある。

摘要1）ナガイモ，サツマイモ，白菜，人参等

－要録一殺センチュウ剤試験結果摘録

砥 (昭和33年度植防委託試験成談綜合考察より）

「
ネマヒューム各敬蔬菜のネコプセンチュウ及びダイ

ズシストセンチニウに対して全面，諮溝処理ともに施用

薬錘1/30α当100cc前後,1孔3cc前後，植穴処理1孔5cc
で効果がある。錠剤も同様な効果を認めるが施用時の労
力の点からさらに検討を要する｡粒剤は効果がやや劣る。
なお，薬剤処理は播種前10日乃至14日前とし，低温時に
は播種までの日数を延ばしガスぬきをした方がよい。
ネマセット大根，1､マト，キウリなどの蔬菜のネコ

ブセンチュウに対して施用薬鐘1/30α当30cc(1孔1cC)

で効果があるが，施用薬鎚についてはさらに検討を要す
る。粒剤は1/30α当34grで効果が高い。なお，馬鈴薯の
ネグサレセンチュウに対しては検討を要する。

ネマゴンサツマイモのネコブセンチユウ及びダイズ

シストセンチュウに対して乳剤，油剤ともに効果は認め

られるが，施用薬量については試験を重ねることが必要
である。粒剤はネコプセンチュウに対しては1/30α当
509r前後で効果が高く，ダイズシストセンチュウに対し
ては100grで効果がある。
ネマール各種蔬菜のネコブセンチニウ，馬鈴薯のネ

グサレセンチニウ及びダイズシストセンチユウに対し

て，全面，菰溝処理ともに施用薬量1/30α当100cc(1孔

30cc)前後で効果がある。油剤，乳剤，粒剤ともに効果
が認められる。なお，茶樹ネコブセンチニウに対しては

効果が高い。

ソイルダイズシストセンチュウに対して，全面処理

では施用薬鐙1/30α当150cc瀧注で効果があるが，播溝処
理の75cc瀧注では効果が認められない。ナス半身萎凋病

に対してはベーパムに比較して同一の要領（1/30α当130
~230cc植穴瀧注）で試験したが，ぽぽ同等の効力を示
したo

VC-13サツマイモ，タマチシヤなどのネコブセン
チニウに対して効果は認められるが，施用方法および薬
量については検討を必要とする。

MN-400サツマイモのネコプセンチュウに対して
施用薬鎚は1/30α当10％粉剤300gr前後で効果がある。
生育中でも施用可能と思われる。

REE-200イネシンガレセンチュウに対して500倍
液の籾浸演12時間で効果がある。
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